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開講の経緯
公開講座「やさしい英会話一海外旅行で使える英語-Jを開講して今年ではや 10年目になる。
第1回目の講座は、前身の高岡短期大学の時代であった。当時筆者は、旅行会社勤務のサラリーマ
ンから教職へ転じて2年目で、まだ学部での授業をこなしてゆくだけでも精いっぱいだ、った。勤務
での経験を活かしたコミュニケーション系の英語講座を担当してみないか、とお声をかけていただ
き、あまり深く考えずに開講を了承した。初めは果たして何人くらいの受講生に応募してもらえる
か不安があったが、いざふたを開けてみると 12名の定員を大きくオーバーする講座となった。県
西高岡でも市民の英語学習意欲は極めて高く、以来、毎年開講することになり現在に至っている。
授業の方針と内容
旅行会社での業務経験で、幸運にも世界のさまざまな人々と会話を交わす機会を持つことができ
た。中でも、英語を母語としない人々との英会話経験は、業務であってもプライベートであっても
学ぶところが多かった。彼らの発音はおよそ発音記号からかけ離れていて目茶苦茶なこと、英文法
などまったく知らないのではないかと思わせるような表現をすること、しかし、しゃべるときは実
に堂々と大きな声で話すこと、自分の英語レベルはすっかり棚にあげ、意味が通じなければ、それ
は聞き手が悪いのだと信じ切っていること、そして、遠慮、もなくどんなことについても発言するこ
と、等など。「自分は、英語ができない。Jと思い込み、できる限り英語との距離を置こうとする日
本人とは実に対照的だ。講座の授業では、受講生にまずこのことを篤と理解してもらう。そして、
英語が苦手だという意識があるとすれば、それは教室の外に置いてくることを約束してもらう。母
語が異なる人々が会話する際に、誰もが使うことになっている外国語としての英語に、遠慮の気持
ちをもっているのは日本人だけだと、筆者の旅行会社時代の体験談を交えて説明をして、テンショ
ンをあげてもらう。
講座は英語に関するこの大前提のもとで進めていく。授業の前半は、受講者一人ずつに英語で質
問をしてそれに答えてもらう。週末には何をしたか、夏休みにはどこに旅行をしたか、等のやさし
い会話であるo表現できなければ、知っている英単語を並べるだけでいい、との指示もする。それ
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でも英語にならなければ、いったん言いたいことを日本語で、言って、それをどう英語で表現したら
よいかを皆で考えようと持ちかける。後述の通り、英語の講座では受講者のレベルにかなりの聞き
がでる。多少でも英語に親しんでいる受講者は、この程度の質問だと流れるように返答するし、対
極にある受講者は、短い日本語だけを発する。それを、おそらく覚えているだろう中学の教科書レ
ベルの文章にこちらで落とし込み、単語は英語で教えながら少なくともーセンテンスは英語で、言っ
てもらう。こうするとどんな受講者でもー文は英語で話す。そして、自分の英語が相手に通じたと
いう実感を持ってもらうために、他受講者にそれに対して英語で質問してもらう。このようなやり
とりを繰り返す訳だが、子供が巣立つた年齢層の主婦が多いこのクラスはこれでけっこう盛り上が
る。
英語の発言、質問のやりとりが一通り終わった後は、用意した世界の観光地に関する短い英文の
音読練習をする。さらにその内容に関して英語で質疑応答をする。テキストに関する質問に対して
は、概ね順調に答えが返ってくる。誰もが慣れた、日本の教科書ベースの学校英語教育のスタイルだ。
そこで、テキストでは答えがみつからない質問も交えるようにするとレベルの高い受講生は答えが
いがあるようだ。そして、授業の最後のパートでは、海外旅行で使える表現をひとつふたつ板書し
たりして紹介する。「この辺でお土産を買える庖はありますか?J、「ホテルの部屋を3時まで利用
することはできますか?Jなどのいわゆる旅行英会話である。ここでは、筆者のツアコン時代のエ
ピソードなどを交えて説明するので、多少疲れが見えてくる受講者もけっこう関心を見せてくれる。
恐る恐る始めた第1回の講座だ、ったが、また次も受講したいという声から、 2年目、 3年目と継
続し、 24年度には 10回目を開講するまでになった。
前述のような構成の授業を当初は90分で実施していたが、受講者の希望により 2時間に延長し
たe もう少ししゃべる時間がほしいとの声がたくさんあった。 2時間の授業時間は現在も続いてい
る。回数は、初年度だけ毎週間講だ‘ったが、主婦層が多い受講者にとって参加しやすいように問週
開催の全6回とした。現在の受講者の中には初回から欠かさず参加している熱心な参加者もいるが、
その他毎回リピーターが数名参加している。このような受講者のためになるべく題材は重ならない
ような配慮をしている。クラスは 12名を定員にしているが、希望者が多くなり毎年 15名程度で
ある。英会話の授業としては、このあたりが上限だと感じる。
一方で、受講者の中から、もう少しまとまった英語をしゃべる練習がしたいという声もでるよう
になってきた。そこで、本講座の姉妹講座として「楽しい英会話Jを3年前から新たに実施してい
る。この講座の基本コンセプトは「やさしい英会話Jと同じだが、会話練習部分だけを取り出して、
テーマを決めたミニ発表と、それに対する受講者間での質問のやり取りを中心にしている。講座タ
イトルにあるように、この講座は、英語で自分がいいたいことを相手に伝える「楽しさ」を味わえ
るような授業を目指しているe
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教える側からみた公開講座の意義
この講座は、実は、教える側としても楽しい授業である。よく言われることではあるが、最近の
学部の授業では、学生たちからの自発的リスポンスはほとんどない。90分の講義はのれんに腕押
し状態に近い。しかし、公開講座は少し状況が違う。公開講座の受講生は年齢層的にも筆者に近い
こともあり、授業はかなりの盛り上がりをみせる。(勢い余って、全面的に日本語会話になってし
まうこともあるが。)教師と生徒のインタラクティブな関係は時に新鮮であり、楽しい。
また、近年はグローピッシュとも呼ばれる、実際に世界で共通語として話される英語の指導を方
針とする筆者のような教員にとって、この公開講座はまた有意義であるo
現在、教養教育としての大学英語授業は一段と中学、高校での英語授業のスタイルに近づいてい
ると感じる。学生たちに用意されている各英語授業の内容がだんだんと標準化されてきているのだ。
高校のように複数の教員が共通の教科書:を使って授業を行うカリキュラムはその最たる例として
も、英語について担当教員間で共通の授業スタイルや目標、試験方法をとることも珍しくなくなっ
ている。かつてのような、教授によって授業の内容が、よく 言えば個性的、悪く 言えばぱらぱらだっ
た時代とはだ、いぶ様子が違っている。おそらくこのようなスタイルは、高校を卒業してくる学生の
英語のレベルが総合的に低下している今、それなりの必然性の結果であろう。つまり今の大学の英
語授業は、高校までの英語をしっかりと復習するという任務を帯びている。
このような状況下だと、筆者のような英会話教育コンセプト、つまり英語そのものはでたらめで
もよい、とにかく黙ってないで、英語を声にすることが大事、という主義の英語教育(ちなみにこ
れは会話だから言えること。ライテイングの授業では話は別。)は場違いとなる。というより方針
を乱すものとなる。しかしその点、公開講座での英語は、達成目標が大学の学生の対象授業とは違
うので、世界語として使われている英語の実態に即した授業が展開できる。イタリア人が話す英語、
マレーシア人が話す英語、と同じレベルで「日本人が話す英語」を話すことを教えることができる。
コミュニケーションのツールとしての英語とは、自分が言いたかったことが相手に通じることが最
大の目的である、と教えることができる。そして通じた時の喜びを受講者に味わってもらえる教員
としての「喜び」を、この公開講座は感じさせてくれる。貴重なありがたい機会である。
英語授業ゆえの特殊性
ところで、英語という、講座のテーマとしては一般的な教科は、実はそれゆえの特殊性を持つ。
それは、英語は受講者の誰にとっても決して英語が 「初習」科目ではないということである。他の
語学や社会系、芸術系科目とちがって、英語を学ぶのが生まれて初めてだ、という受講者はいない。
そのことも一つの理由となって、この講座の受講者の参加動機は実にさまざまである。来年の海外
旅行で使えるように勉強をしに来た、日本に来ている外国人に話しかけたい、仕事で英語が必要に
一 18-
なりそう、学生時代に学んだ英語の復習がしたい、等の動機は理解できるとしても、子供 (あるい
は孫)が苦しんでいる学校の英語授業のむずかしさを自分でも体験してみたい、などという動機は
想定外だ。また中には、ボケ防止には語学の勉強が一番だと聞いた、とずばりおっしゃるシニア層
もいる。いずれにせよ、単純に「英語を勉強してみたいり という動機にはあまりお目にかからない。
このように、受講生が英語の公開講座に求めるモノは千差万別である。それにしたがって受講者の
英語レベルもピンからキリまである。英検 l級に挑戦している人もいれば、過去形がわからない人
もいる。そんな受講生集団を教えるのはもちろん容易ではない。
しかし、公開講座の教員というもの、どんな状況であっても受講者のニーズや期待感はそこそこ
満足させたい。そのためには、まずいち早く各受講者の受講動機を聞き出すことが必要となるが、
これには語学の授業ゆえできる方法が使える。「なぜ英語を学ぶのか」を題材に会話練習をするのだー
動機がわかったら、なるべくそれに関連したテーマを指示して発言をしてもらう。そして受講者の
発言内容に応じて、そこからの英語会話を受講者の興味や、目標に沿った方向に誘導して組み立て
てゆく α なかなか準備がきかない、即興性が求められる授業方法だが、展開がうまくいって受講生
が活き活きと英語で、語ってくれるとこちらは実に気分がよい。これは、クラスの人数が十数名であ
ることや、受講生に同世代が多いこと、そして教える側と教えられる側がほぼ同世代であることな
どが理由で可能なのであろう。そのうち、受講生の中にもこんな進め方が浸透してきて、阿件の呼
吸で、ぴったりの返答や質問をしてくれる者がでてくる。そうなると授業はどんどんとよい雰囲気
で展開していく 。もちろん、毎回毎回こんなにうまくいくとは限らないのだ、が。
公開講座ならでは
70歳を越えた受講生が 「初めて英語でしゃべることができた。」とのうれしそうな感想を言って
くれ、またリピーター受講者からは「この前の海外旅行で、授業で習った英語を使ったら見事通じ
た。jとの報告を受ける。
学部の授業でも学生からこのようなコメントを受けることはある。しかし、社会に出てさまざま
な経験を経た後で、さまざまな動機を持ってこの公開講座を受講している受講者からの感想となる
と、これはまた別の感慨ひとしおである。
この公開講座はもうしばらく続けるつもりである。
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